






















































1995年 偏差値 41．9 47.〔 44.9
平均点 49‘ 526 51（
順位 119 84 104
2010年 偏差値 36.4 44.（ 48.7
平均点 69 7’ 81
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図2：自己評価用紙B
･今週、あなたが見つけた牒題にはどのようなものがありますか〒
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･次週、あぼ尼はどのようにしてその課題を解決しだいと思いますか‘
フ・コーチング（本間＆松江，2006）を基にし
ている。セルフ・コーチング基本的プロセスなら
びにその概要を図3、表3に示す。
図3：セルフ・コーチングのプロセス
、
仁
表3：セルフ・コーチングのプロセス概要
将来像をイメーシ
自分の理想像をイメージ
し、学習動機を高める
目標の設定
行動に向けての具体的な
目標を設定する
行動計画の立案
目標に向かって進むため
の計画を立案すそ
行動の実践
行動計画に従って学習を
実践すそ
評価と修正
達成度を評価＆目標・学習
計画の見直しを行．
習慣ｲヒ
上記1～5のサイクルを習
'慣化すそ
1学期（計15週を想定）の授業構成は、「導入
期、指導期、応用期」という自律学習を習慣化さ
せるための3つの学習フェーズから構成されてお
り、自己調整学習における3つの段階(予見段階、
遂行段階、自己内省段階）（伊藤,2008）と連動し
ている（図4)。また、各学習フェーズには5つの
セッションが割り当てられており、セルフ・コー
チングのプロセスも考慮に入れた全体像は次項
表4に示すとおりである。
図4：3つの学習フェーズ
【予見段階
フェーズユ
(導入期）
教師主導
約80％
匡〉【遂行段階】目
フェーズ2
(指導期）
教師50％
学生50％
【自己内省段I階
フェーズミ
(応用期）
学生主導
約80％
以降、各フェーズにおける教育実践の概要につ
いて説明を加えることにする。
・フェーズ諌止掌入期第Z～5通目
まず、フェーズ1では、継続的自律学習に必要
な知識を導入し、学習目標の設定ならびに具体的
な学習方法・方略について見通しを立てるために
以下の5つのセッションを割り当てている。
Introduction
全体的な導入
LearningProjectfbrFutureU(工
学習目標の設定（1）
LearnmgProjectfbrFutureU(2)
学習目標の設定（2）
BundingLearnmgPlan(1)
学習方法・計画の立案（1）
BundingLearnmgPlan(2)
学習方法・計画の立案（2）
フェーズ1が継続的自律学習に必要な知識の導
入や学習目標・方法・方略の設定を目的としてい
ることから、実I祭には、
(1
(2
教師がワークシートに記載されている
内容について講義を行い､継続的自律学
習に必要な知識と情報を提供する
教師から与えられた知識･‘情報を参考に
－2(）一
表4：LHLセッションタイトル、セルフ・コーチングプロセス
しながら､学習者自身がワークシートに
記載されている質問に答え､学習目的や
方法について考える
学習者一人では解決できない場合や､助
言が必要な場合には､学習者が教師と話
し合いながら解決していく
図5：フェーズ2概念図
(3）
匡立といった手法で授業を展開している。
・フェーズ､2J揖導潮第6～Z0週目
続くフェーズ2では、予見段階で学んだ内容を
教師指導の下で学習者が実際に遂行することを
目的としていることから、以下の3ステップを基
本として授業を展開している（図5)。
2．学習の実践
<二夕=三一
(1） 授業中に学習者が教師と相談しながら
一週間の学習目標・計画を設定・立案す
る
作成した学習目標・計画を基に、学習者
各自で学習を実践する
次回の授業で一週間の学習について自
己評価を行い、教師からの指導･助言を
参考にしながら学習目標・計画の修正・
見直しを行う
???
授業内活動 授業外活動
実際の授業ではワークシート中のWeekly
ExerciseO1-05（計5セッション）を用いて学習
目標の設定ならびに学習計画の立案を行ってい
－21－
週 LHLセッションタイトル
セルフ・コーチンク
プロセス
学習フェーズ
(自己調整学習段階：
???。
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BuildingLearningPlan(2)
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(予見段階）
1C
WeeklyLearningPlan＆RecordO］
WeeklyLearningPlan＆RecordO2
Assessment＆Management
WeeklyLearningPlan＆RecordO〔
WeeklyLearningPlan＆RecordO4
ShareYburLearningPlan(1
WeeklyLearningPlan＆RecordOf
行動の実践
評価と修正
行動の実践
フェーズ2：指導其
(実践段階）
11
12
13
14
15
DesignYburLearning(1)
WeeklyLearningPlan＆RecordO6
DesignYburLearning(2)
WeeklyLearningPlan＆RecordO7
WeeklyLearninfPlan＆RecordOf
ShareYburLearningPlan(2
WeeklyLearningPlan＆RecordO9
FinalReport
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フェーズ3：応用其
(自己内省段階
る。自己評価の方法については、次項で別途解説
する。
なお、同フェーズ最後となる第10週目には、
次のフェーズ3で授業後の学習計画を考える際の
参考としてもらうために、各学習者がお互いの学
習方法や使用している教材などについて情報を
共有し、お互いの学習を進めていくためのセッシ
ョンを設けている。
・フェーズ3：応屑期第ZZ～Z5週目
最後のフェーズ3では、これまでに実践してき
た自律学習実践に関する振り返りを行い、「授業
終了後の英語学習をいかにして行うか」について
考えてもらうことを目的としており、基本的には
フェーズ2と同じくワークシート中のWeekl》
ExerciseO6-08（計3セッション分）を中心に授
業を展開している。
ただし、フェーズ3に関しては学習者によって
かなり差があり、大きく分ければ、
「フェーズ2で実践した学習法を授業後もそ
のまま続ける」ケース
「フェーズ2の学習法を多少変更して学習を
継続する」ケース
「全く新しく作り変える」ケース
という3つのケースを想定した上で対応を行七
ている。基本的に、「フェーズ2で実践した学謹
法を基に学習を継続する」場合にはフェーズ2と
同じような対応をしている（図5参照）が、「全
く新しく作り変える」場合には、フェーズ1で桐
用した各種ワークシートを基に学習プランを再
構築させることで対応している。
フェーズ2第10週目と同様、フェーズ3でt
第14週目に情報共有のためのセッションを設|う
ており、そこで得た情報やアイディアを参考にL
ながら期末レポート（第15週目）で授業終了徹
の英語学習についてまとめてもらうようにして
いる。期末レポートの具体的な内容としては、
(1
(2
(3
本授業で学んだ内容は何か？
本授業を通して見出した課題は何か？
本授業終了後、どのようにして自律的に
学習を展開していくか？またその自律
学習をどのようにして継続していく
か？
という3点についてまとめてもらうようにして
いる。
以上がLHLを用いた授業実践の概要である。
以降、上記の実践における自己評価方法を中心に
解説することとする。
4．2．本授業実践における自己評価
本授業実践においては、先にも述べたように、
自己評価用紙A・Bの2種類の評価用紙を用いて
自己評価を行っており、基本的には、
（1）自己評価用紙Aに記載されている各週
の合計点を算出し、グラフに得点を記載
することで自律学習方略の全体的な形
成状況を把握する
（2）自己評価用紙Aに記載されている質問
項目に答えることで、自律学習方略に関
する課題を把握する
（3）自己評価用紙Bを用いて上記の課題に
対する内省を促し､学習の3つの側面(認
知・‘情意・行動）における課題をより具
体的に把握する
（4）同じく、自己評価用紙Bを用いて上記の
課題に対する対応策について検討する
という4つのステップに基づいて自己評価を行う
ように指導・助言を行っている。
これら4つのステップにおいて最も大切なのが
自己評価用紙Aを用いた2番目のステップである《
最初のステップは、合計得点を基に自律学習方略
の全体的な形成度を確認し、それを表に表すこと
で時系列上での変化を把握することを目的とし
ているが、2番目のステップは、表2に示す対応
関係を基に、
セルフ・コーチングにおけるどのステップて
課題があるのか
認知・情意・行動という学習の3つの側面力
ら見てどこに課題があるのか
を明らかにすることを目的としており、次の
3．4番目のステップへと続く重要な評価となるか
らである。
3．4番目の自由記述に関しては、基本的には2
番目のステップで得られた評価結果を基に行う
が、一人ではなかなか課題・対応策が見つからな
い場合も多いことから、必要に応じて他の学習者
からの意見を聞きながら記述するように指導・助
言を行っている。
上記4つの自己評価ステップは、授業が始まる
第1週目から取り入れているが、フェーズ1（第
1～5週目）に関しては、教師主導の下で自律的英
語学習に必要な知識（セルフ・コーチングの基本
など）を学ぶことを主たる目的としていることか
ら、どちらかと言えば、フェーズ1は「本授業実
践における自己評価方法に！慣れるための期間」と
して位置づけており、本格的な自己評価はフェー
ズ2(第6～10週目)以降で実践することになる。
フェーズ2以降の学習の流れは、図5に示して
－22－
いるように、「学習計画の立案・実践・自己評価
と見直しが教室内外で円環的に展開される」とい
ったようなものになると想定されるが、実際に自
律的な学習を行ってみる（第6．7週目）と、「忙
しくてできなかった｣、「やろうと思っていたけど、
ついつい先延ばしにしてしまった」などの課題が
浮かび上がってくる。これらの課題は実際に自律
的な学習を行ってみて初めて浮かび上がってく
るものであり、これらの課題に対処する方法につ
いてもこの時点から具体的に考え始めることに
なる。
ただ、学習不安や学習の先延ばしに起因する罪
悪感・自己嫌悪感などへの具体的対応に関しては、
今回作成した評価用紙のみで対応できるわけで
はない。先にも述べたように、今回作成した評価
用紙ならびに評価項目を使うことで、「また今回
もできなかった…」などの直観的な情意反応に基
づく評価ではなく、学習方略というメタ的視点か
ら自らの英語学習の在り方を見つめ直すきっか
けは提供できると思われるが、必ずしもこれらの
情意反応に対処するための具体的な方法を提示
できるわけではない。実際の授業実践ならびに
LHLでは、別のセッション（SessionO8：
Assessment＆Management）で詳しく取り扱う
ことで対応している。
同セッションで取り上げているネガティブな
情意反応に対する具体的な対応例について少し
だけ述べてみると、例えば「不安や後悔などの直
感的な情意的反応を一旦心の隅に置き、それらの
反応にとらわれないようにする」などのようなマ
インドフル認知行動療法（Brown＆Ryan,2003）
を取り入れた具体的対応や、異文化トレーニング
で広く取り入れられているDIE法（八代,樋口，
コミサロフ，荒木，山本,2001）に基づく対応法な
どを紹介している。詳細については、今後別稿に
て論じることにしたいと考えている。
5．おわりに
授業終了後ならびに卒業後までの長期的な視
点で英語学習を考えてみた場合、「明日の学習に
つなげるような支援をどの程度提供できるか」と
いう課題は、非常に大きな意味を持つ。「できる
だけ短期間で」英語力を上げることが最重要視さ
れている今日では、「コツコツ続ける」ことはさ
ほど重要な意味を持たないように見えるが、竹内
（2003）も述べているように、まさしく「急がば
回れ」であり、現実的にはコツコツ続けていくこ
とこそが最短の方法であると考えられるからで
ある。
本稿では､LHLに組み込むために作成された2
種類の自己評価用紙を基に、「継続的自律英語学
習を下支えする自己評価とはどのようなものか」
について論を展開した。今回論じた自己評価項目
は自律学習方略に直接関係するものであり、学習
者が全く新しい視点から英語学習を見つめ直す
キッカケや、「こういう観点で英語学習を見るこ
ともできるんだ」という新しい「気づき」を促す
基点となる可能‘性を十分に備えており、日本人英
語学習者の継続的自律学習を下支えするための
一助になるものと考えられる。
今後は、受講生からのフィードバックを基に項
目の見直しを行うとともに、本自己評価用紙なら
びにLHLを用いた授業実践の効果について検証
を行うようにしたい。
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